
11

市債を使わない場合 学校

建設時の市民のみが負担
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将来の市民も公平に建設費用を負担
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【未来をひらく　にぎわいとやすらぎのコミュニティ都市】
　私たちの「ふるさと大野城」は、このまちに関わる全ての
人に支えられ、コミュニティ都市として発展してきました。
　これまでの地域と行政がともに進めてきたコミュニティ
によるまちづくりにさらに磨きをかけ、先人たちが築いて
きたコミュニティ都市を次の世代につなぎます。

平成31年度
大野城市当初予算
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市債現在高の推移

財政調整基金　年度間の財源の不均衡を調整するための貯金です。
具体的には、経済不況などにより大幅に税収が減少したときや災
害の発生などで思わぬ支出が必要になったときに役立てるもので
す。

減債基金　市債の償還を計画的に行うための貯金です。具体的に
は、市債の償還額が増加し、他の経費を圧迫するようになったと
きに償還財源とするためのものです。
公共施設整備基金　公共施設の計画的な整備や維持補修などを行
うための貯金です。具体的には、将来の公共施設の老朽化に伴う
改修などに備え、支出の平準化を図るための財源とするものです。

用
語
解
説

市の借金がいくらあるかを市債現在高と
いい、平成29年度末で215億6,805万円
あります。
市民の皆さんが利用する公共施設の整備
がピークを過ぎたため、平成18年度から減
少しています。
国が地方交付税として配るお金が足りな

い分を、市が代わりに借り入れる臨時財政
対策債の発行額は、今後も増加傾向で推移
すると見込まれます。

基金現在高の推移
市の貯金がいくらあるかを基金現在高と

いい、平成29年度末で160億4,762万円
あります。
平成29年度は、大野城心のふるさと館の
建設などに財政調整基金を活用したため、
平成28年度末に比べ基金現在高が4,806
万円減少しました。
平成29年度末で、公共施設整備基金は
62億1,360万円、財政調整基金は51億
7,207万円、減債基金は15億793万円です。

心のふるさと館企画展事業
写真:心のふるさと館特別展

大野北保育所建替事業（平成32（2020）年度開所予定）

総合福祉センター改修工事助成事業
写真:総合福祉センター

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（平成33（2021）年度完成予定）
写真:下大利駅完成イメージ　※駅舎及び駅前広場のデザインは、現時
点でのイメージであり、実際とは異なる場合があります。

地方自治体は、将来にわたって長期的に使われ
る道路や学校などの公共施設を整備するための財
源に、地方債（大野城市は市債）を活用します。
これは、つくる年の市民が全額負担するのでは
なく、公共施設を使うすべての世代で、公平に負担
してもらうという役割があるからです。
しかし、借金という将来の負担を残すことになり
ますから、借金の金額は、現在の財政状況、将来の
財政見通しから決めなければなりません。

公共施設をつくるのになぜ借金するの？

平成29年度 99億4,613万円 215億6,805万円

平成28年度 97億6,010万円 215億8,646万円

平成27年度 100億246万円 222億7,316万円

平成26年度 98億3,664万円 224億964万円

平成25年度 90億9,206万円 230億4,970万円

平成29年度 51億7,207万円 62億1,360万円
15億793万円

160億4,762万円160億4,762万円

平成28年度 56億480万円 57億9,043万円
19億2,421万円

160億9,568万円160億9,568万円

平成27年度 56億1,015万円 53億3,316万円
23億3,747万円

160億5,065万円160億5,065万円

平成26年度 55億7,723万円 51億6,551万円
25億8,943万円

161億163万円161億163万円

平成25年度 54億729万円 45億3,948万円
31億6,677万円

158億7,738万円158億7,738万円

財政調整基金 公共施設整備基金 減債基金 その他

臨時財政対策債


